
平成26年度 事業化を加速する産学連携支援事業

趣 旨
低迷する食料自給率，担い手不足，高齢化，産地偽装など，日本農業を取り巻く状況は厳しい。これらの問題の解決策として農業ロボッ

トや植物工場，自動化機械の開発が中国四国地域においても進められている。今回のセミナーでは，農業ロボットをはじめ，知的植物工場，
自動化のため最新技術を紹介するとともに，今後の日本農業の方向性に関する議論を展開し、より先進的な技術の研究・開発に資する。

主催：NPO法人 中国四国農林水産・食品先進技術研究会(略称：中四国アグリテック)/農林水産省
後援：(独)農研機構 近畿中国四国農業研究センター/(公社)農林水産・食品産業技術振興協会( JATAFF)

時 間 内 容 講 師

13：00～ 開会あいさつ

13：05～ 講演１

農業ロボットの現状と課題
岡山大学大学院環境生命科学研究科

教授 門田 充司氏
(中四国アグリテック 環境部会長）

13：45～ 講演２

トマトの低段密植栽培に対応したロボット開発
(独)農研機構 近畿中国四国農業研究
センター 傾斜地園芸研究領域

主任研究員 黒崎 秀仁氏

14：25～ 講演３

水稲有機栽培に関する除草技術の開発と推進
みのる産業㈱研究本部

副本部長 陶山 純氏

15：05～ 休 憩

15：15～ 講演４

ロボット技術を活用した知的植物工場システムの構築
愛媛大学 植物工場研究センター
副センター長 教授 有馬 誠一氏

15：55～ 講演5

畦畔用小型除草ロボットの開発
(独)農研機構 近畿中国四国農業研究
センター 傾斜地園芸研究領域

主任研究員 中元 陽一氏

16：35～ 総合討論

17:00 閉会あいさつ

17：00～17：30 個別相談（講師、コーディネーターによる技術相談、マッチング、研究資金等）

12：00～ 受付



平成2６年度 事業化を加速する産学連携支援事業 セミナー
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